20171210レムナント教会1部
完了した救い（ヨハネ19:28-30）
キリスト教を聖書的に現すものと言えば、十字架となっていると思います。その通りであり、十字架のメッセージこそがキリスト教のメッセージでもあります。いろいろな十字架のメッセージが語られる中で最も注目すべき重要なメッセージと言えば、今日、長老さんに読んでいただきました聖書の箇所にあるすべてを完了したと宣言される、そのメッセージになると思います。皆さんが十字架を見上げ思い出すたびに、このイエス様の声が聞こえてこないといけません。完了した。なにを完了したとおっしゃっているのでしょうか。人間の救いのためのすべてのわざが、約束が成し遂げられて、それがもう完璧に終わったという宣言です。イエス様の十字架によって既にとっくに完璧に終わりました。神様が私たちに望まれることは、世の中で求めているような同じ次元の内容と考えてはいけません。神様は、救いのためにイエス・キリストを十字架に引き渡されて、その救いをすべて終えられて完了したと宣言されました。それゆえ神様が望まれることは、なにも要求せずに、だからその救いを喜びなさい、だからイエス様を信じなさいということです。成功していた信仰者、勝利の信仰者の共通点というのは、どんな状況に置かれていても、どの時代を生きる人間であっても、この救いを心から喜んでいたということです。障害者であっても、社会的な地位が高い人でも、勉強ができる人でも、無知な人でも、貧しい人でも、金持ちでも構いません。勝利の人の特徴は、救いの祝福を心から迷わずに喜ぶ人でした。皆さんもそのような祝福の神の子どもとして召されているし、しかも今の暗やみの時代を生きる中で礼拝のためにこの場に集まってきている尊い方です。改めて救いを心から喜ぶその根拠となる根拠中の根拠が十字架であり、十字架の上ですべて完了したと宣言されるこのメッセージだと知ってください。

なにが救いを喜ぶことを邪魔するのでしょうか。皆さんの過ちでしょうか。なにかの悩み事でしょうか。皆さんの弱さでしょうか。そういうことによって邪魔されるようなものではありません。それをすべて越えられるので完了したと宣言していらっしゃるわけです。信仰生活というのは、難しいことでも堅苦しいものでもありません。また、なにかをまじめに頑張ることでもありません。そういうことがはなからできない存在なので、私たちを救われてそれを完了されたことによって喜びなさいと言われました。そこからスタートするわけです。完了したと宣言される十字架によって今までのすべての法則やルールが全部ひっくり返されて新しくスタートするようになります。十字架によってスタートするようにならないと、次からはまたずれてしまいます。なにがどうであれ悩まずに心配せずに葛藤せずに不安がらずに十字架をとおしてスタートしてください。完了した、ここがスタートです。

神様は、私たち人間を救われることを約束されました。最初、人間は、神様の尊いご計画の中で神のかたちとして造られました。他の宇宙万物にある被造物とは最初から異なる存在でした。神様と交わることができる唯一の存在です。ですから、最初の神のかたちに造られた人間というのは、その存在自体が幸せな者であり幸福者であり、そして、人生そのものが安らぎです。不安などは存在していませんでした。それをもって神様の代わりに神様が造られた宇宙万物を治めて征服していく征服者だったわけです。それが本来の人間です。神のかたちという意味です。しかし、人間は、このすべてをいっぺんに永遠に奪われることになりました。それを罪と言います。神様との約束を破って、悪魔のささやきに従い罪を犯すことによって、回復不可能な状態になってしまい、この神のかたちを完璧に破壊されることになりました。そのあと幸福者であり安息者であり征服者だった人間というものが、どのように転落して堕落してしまったのかというと、自分の罪過と罪との中にあって死んだものと呼ばれる者になり、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれてしまう運命を抱えて生まれて、その運命の中で死んでいく存在になってしまいました。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われるしかない存在なのです。回復できません。頑張るから、薬を使うから回復できるような問題ではありません。ローマ1：23を見ると、創造主の神様を動物のかたちに代えて拝む獣のような存在になってしまったわけです。これが人間です。回復不可能な状態です。生きることは、実は自分なりにはまじめに頑張るのですが、その結果、悪魔に従い神に敵対する方向に行くしかない、お金を一生懸命稼いで金持ちになろうとしているのですが、金をもって神に背いてしまい、神を侮辱するような、神様なんかいらないという方向に行くしかない、結果、悪魔に従うしかない、世の風習や世の流れに縛られて捕らわれて生きるしかない存在になってしまいました。ですから、まじめに頑張っても金を稼いでも成功を収めたとしても、結局は本物ではないので穴だらけになってしまい、すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさいと言われるように、人生重荷を背負い疲れるしかありません。精神的に疲れ、心が病んでしまい、夫婦の間が、家庭環境が、人間関係が、社会そのものが崩壊していくようになるしかありません。科学や医学は発展していくのにどんどん崩壊していくようになるしかないものなのです。科学が発展するから回復できるのでしょうか。愛情を注ぐから回復できるものなのでしょうか。福祉制度が発展すれば改善できるような問題なのでしょうか。勘違いです。回復不可能な状態に破壊されてしまいました。一生、死の恐怖につながれて人生を生きるしかないし、死んだ後はさばかれて永遠の刑罰のところに入るようになるしかありません。だれひとりこの滅びの運命から逃げられるものは存在しないわけです。神様が救いの手を差し伸べてくださらない限りはまったく希望のない人類そのものになってしまいました。

幸いなことに神様がこのような人間を愛して、このように滅びさばかれて永遠の刑罰の方に入ることがないように救いを約束されました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。このように約束されました。キリストによって悪魔の頭を踏み砕いて勝利することの他には救いはありません。そのためにキリストがかかとをかみつかれる、キリストがあがないの血を代価として流すことによって救いを得られると約束されたわけです。つまり、神様の救いというものは、悪魔に捕らわれていたものが完璧に解放されて罪赦されることなのです。イザヤ53：5-6を見ると、このキリストに私たちのすべての罪を背負わせることによって私たちはいやされきよめられと言われています。そのような救いが約束されています。イザヤ7：14には、このキリストによって救われるようになればインマヌエルの祝福を回復するとあります。神を離れてさまよい続けていてどうしても希望がなくだまされてばかりで偽物ばかり求めていた人生が終わり、神様と出会い神様と永遠にともにいることができる永遠のいのちの祝福に預かるようになると預言されていたわけです。このような救いを約束されました。そして、そのように救われた者に対しては、ヨエル2：28-30を見ると、男女関係なくすべてこの救いに預かる者には、聖霊を水のように注ぐと約束されました。これが約束されていた救いの祝福の内容です。そのために神様は、イスラエルの国を引っぱって来て、預言者を立て歴史を動かして来られました。このように約束された救いが、そのキリストであるイエス様が世に来られて完全に完了されることになるわけです。そして、その救いを完了されるところが十字架です。十字架の上でこの世に預言されて約束された救いを完璧に完了されました。すべてを完了したと宣言されたわけです。
このように約束されていた人間の救い、人類の救いは、どのように完了したのでしょうか。イエス様の十字架をとおして。つまり、罪のないイエス様、キリストであるイエス様のあがないという方法をとおして完了するようになります。私たち罪人の身代わりとなられる方法によってこの約束された救いは完了することになります。すべてを完了したというのは、その約束された救いが完璧に成し遂げられたということです。一点たりとも曇っているところはありません。また、これから救いのためになにかをしなければいけないようなことはありません。神様がなさることもないし、私たち人間がやることもなにもありません。完璧に成し遂げられすべてを完了しました。しかも十分に終わられたということなのです。どんな罪人でも、どんな人種でも、どんな人間でも、どんな境遇にいる人でも構いません。だれでもこのイエス様を通して救われることができるということです。すべてを完了しました。キリストの中にあって黒人も白人もユダヤ人も異邦人もありません。私たちの目ではまじめに勉強している子は良い子、事故ばかり起こす子は悪い子と思うかもしれません。十字架の前では、すべてを完了したという宣言の前では、その差は全部無くなります。関係ありません。だれでもすべてを完了したという宣言によって生まれるものなのです。だれでも信じる者は救われます。なんと素晴らしい救いのメッセージなのでしょうか。しかもこの救いは一回救われることによってもう取り消されない、永遠にその効力はなくならない、消えないという意味です。だから、永遠に成し遂げられた、すべてを完了したのであり、これが十字架なのです。これが、イエス様が十字架をとおして成し遂げられた救いの内容です。
ですから、すべてを完了したという宣言の元で、残るのは一つしかありません。なにかをやるということはもうありません。神様もなさることは終わったし、私たちは元々やることができなかったし、またすべてが終わったのでやることはありません。ですから、なにもやることはありませんという意味が、信仰によって救われるということなのです。すべてを完了したという宣言の元では、一つしか残りません。Only信仰によって生きる。これが十字架によって始まる新しいパラダイムというものなのです。十字架によって新しくです。こうしなきゃ、ああしなくちゃ、これが良い、あれが悪い、そういうことはありません。ただだれでもイエスを信じる者は新しく造りかえられるし、信じる者は救われます。信じるというのは何回も申し上げているように、信じますという意志表現とか信念ではありません。何もやることがありません。ただ与えられるからいただくだけです。表現がないから、信仰によって生きるというわけです。神様を離れて生きていくこの世の中には本当は無い単語です。Only信仰によって。なにも条件がないしなにも引っかかることも比較するようなこともありません。信仰によって生きる。パウロは言いました。義人は信仰によって生きると。サタンは、教会に向かってこの信仰告白を乱すために攻撃を仕掛けていたので、パウロは熱い思いでただ信仰によって生きる、行いではないと言いました。ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。しかし、神様はキリストにあって、信仰によって義と認められたのです。テーマは信仰の他にはありません。エペソ2：8、神様の恵みのゆえに信仰によって救われたものだ。これはあなたがたから出たものではなくて、神様からのプレゼントなのだと言っているでしょう。神は、実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が滅びることなく、永遠のいのちを持つためなのです。すべてを完了したというのがどういう意味なのかというと、完璧に十分にもう永遠に終わったということです。だから、信仰の他には何もありません。これがグッドニュース、これが喜びの知らせ、これを福音と言います。これっぽっちでも人間のなにかを要求するのであれば、もはや福音ではありません。私たちには持ち出せるようなよいもの、いさおあるものは何もないわけですから。それなのに代わりにすべてを完了しました。私たちがまだ罪人であったときに、なにも知らずに借金のために悩んでいたそのときに、私も知らないときに全部返して、終わったのだと宣言するわけです。もらうだけです。いただくだけです。これがキリスト教です。すべての宗教と一線を引く教理です。信仰によって生きるわけです。皆さんの中に少しでも肉体的に自慢できるようなもの、自慢しようとするものがあれば、いつも十字架の前に立たないといけません。何の意味もありません。逆に劣等感を持つことも意味がありません。そういう意味で、神の前でみな同じです。それが十字架のメッセージです。自分は特別に偉い、自分は特別にダメ、両方ともダメです。すべての人は、罪を犯したの、神から栄誉を受けることができない。ある人にはこういう問題、ある日にこういう問題、ああいう問題といろいろ違うと思うでしょうが違います。まったく違いはありません。根底の方に皆同じ神を離れて罪を抱え霊的な問題を抱えて、そのようなかたちに現れているだけではないでしょうか。なぜそういうものによって劣等感を抱えたり優越感にひたったりするのでしょうか。だから、イエス・キリストや十字架が見えなくなるでしょう。十字架は宣言しています。すべてを完了したと。イエス様ご自分ひとりで、そこに人間の良さや悪さや何かが付け加えられたりというようなことは一切ありません。イエス様ご自分ひとりですべてを完了したわけです。ですから、私たち人間同士、なにが比較できるのでしょうか。そういうものによって高慢になるのも馬鹿らしいし、劣等感を覚えて落胆していること、それも馬鹿らしいことです。両方とも実は無知です。両方とももっと正確に申し上げると勘違いです。救いはイエス様の十字架によってすべてを完了されました。

ですから、信仰によって救われたものに求められることは、Onlyこの救いを喜んで味わうことだけです。なぜなのでしょうか。完了したのだから。そのあとはそれを味わうことだけでしょう。そこにまたなにかを付け加えてこうしなくちゃ、ああしなくちゃといった何か足りないかのような思いは信仰には望ましくありません。すべてを完了したがゆえに残っていることは、死の影の谷を歩いていても、刑務所の中にいても、そして、迫害されていても病気でも弱さを抱えていても、ときには過ちを犯して失敗したときでも、Only味わうこと以外には課題がありません。それがクリスチャンです。人をあまり責めたり叱ったりしないでください。味わうようにガイドしなければいけません。これでダメだよ、あれでダメだよ、このせいだよ、あのせいだよ、ではなくて、味わっていないからです。神様が求めていらっしゃるのは、救いを喜び、救いの祝福を味わうことです。すべてを完了しました。皆さんに弱さがあるのでしょうか。皆さんになにか過ちがあるのでしょうか。なにか悩み事があるのでしょうか。それでも味わっていてください。
どのように味わうのでしょうか。旧約に約束されていたそのすべてが全部完了したわけですから、すべての問題はもう終わった、これを味わうことです。でも、24時間365日いつも問題だらけでしょう。それは十字架の前ですべてを完了したと、ここがスタートになっていないのです。その時点でそのときまでのすべてが全部ひっくり返されて新しくスタートするのです。信仰によって。それから、味わうことです。すべての問題はもう終わった。そして、完了したわけなので、どんな状況であっても神様はいま私とともにおられるインマヌエルを味わうことです。完了したのです。刑務所の中でも濡れ衣を着せられたときでも、神の国を味わうようになります。世の中の人が見たときに不思議に見えるし、オーラが見えるのはそのときからなのです。伝道の門が開かれるのはそのときなのです。状況が良いから、私がまじめに頑張っているからいい結果が出るのではありません。別にふざけていいわけではありませんが、すべてを完了したので、どんな状況でもすべての問題はもう終わりました。いまは主がともにおられます。つまり、なにも現在も問題になることはありません。神様の良い計画があるだけです。それが救われたということだし、そのように救われることを完了したわけです。

そして、その結果、本当に喜んで味わっていれば私を通していのちの運動が行われるようになります。それが救いです。救われた人は、100％いのちの運動が行われるようになっています。なぜそうならないのかは、「完了した」がその人には完了していないからです。なぜでしょうか。昔の傷が残っていていまも弱さがあり、周りの状況、環境が険しくあまりよろしくないからと、様々な理由を取り上げて心の中では完了していないのです。だから問題です。どんな状況であっても、いまものすごく失敗している状況であっても、十字架の前に立って、だからキリストがあなたのために死んだわけです。それを信じて完了したという宣言を耳に入れて、こんなに失敗しているのに、こんなに周りから無視されているのに、こんなに他の人についていけないような無能な人間なのに、それにもかかわらず味わって喜んでください。私は完了した救いの主人公であり、だから、すべての問題は終わった、いまは主がともにおられる、神様が導かれる幸いな者です。この失敗を通して、いのちの運動につながるだろう。この病気がいのちの運動につながる証拠になるだろう。これが救いです。そう思ってもまったく問題ないように完了しました。イエス様の十字架を馬鹿にしないでください。イエス様の完了したという宣言のメッセージをしっかり握ってください。皆さん、イエス・キリストを信じている方ではないでしょうか。ローマ5：1-2あるように、大いに神を喜びその祝福を楽しみましょう。救いを迷わずに思いきり喜んでください。そして、救いの祝福を迷わずに思う存分楽しんでください。特に、優先してやってください。他のことを考えたりなにかをする以前に、真っ先に優先に条件、状況、環境に邪魔されないで救いの祝福を存分に楽しむようにしてください。喜び楽しんでください。
そのためには皆さん、時間を割いて疑わずに自分自身をまっすぐに祝福する時間を必ず持ってください。最初は、いままでの体質があるのでなかなか気持ちが付いて行かないし、なにこれと恥ずかしいしふざけているような気持になるかもしれません。でも、まったく構わないでやってください。それは慣れていないからです。慣れていないというのが問題でしょう。どれほど福音でないものにずっと慣れていたのか。疑わないで皆さんを祝福してください。その内容はこの間申し上げましたが、いつでもどんなときでもずっと繰り返し申し上げるつもりです。もうすべての問題は終わって神に認められている者だし、この世を生かす存在だし、イエス様と同じ働きができる存在だし、神の神殿と呼ばれるすごい者なのです。だれがですか。私がです。そのように具体的に口を開いて言葉にして祝福するようにしなければ悪魔は逃げません。

それから、それをとおして自分は本当に幸せな者だと心から喜ぶようになったときに、この完璧に完了した救いのお知らせを、つまり、だれでも信じることによって人生が変わる、信じることによって問題を解決して、信じることによってそれだけで新しく造りかえられる救いの知らせが必要な人を具体的に思い浮かべてください。そういう人々に、完了した完璧な救いの知らせを伝えようという思いで祈ってみてください。人生が変わります。その祈りが可能な方であるし、その祈りが必ず答えられる完了した救いの主人公であるからです。

ぜひ、今日から残りの生涯、なにがあってもまず、消されないし補う必要のない完了した救い、それを喜ぶことを第一にするクリスチャンであることを祈りたいと思います。

（祈り）
父なる神様。罪を犯し神から離れて回復不可能な滅びの中にいた私たちを神様が何も知らないときにイエス・キリストを通して、その救いを完璧に成し遂げられ、イエス・キリストが身代わりになることによって約束の救いを完了されましたことを心から感謝いたします。ただ他に何も条件もなく信じることによって、この完璧な救いが自分のものであるし、そして、その信仰によってこの救いと救いの祝福を存分に喜び楽しむ特権を心から感謝いたします。環境、条件、状況、悪魔にだまされずに、この救いを存分に味わい喜び楽しむことを優先にすることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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